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「道の駅」における防災・減災ニーズ調査概要

○R6.7に「道の駅」第3ステージ推進委員会にて公表された中間レビューと今後の方向性でも取り上げられている通り、
R6.1に発生した能登半島地震を契機に、道の駅における防災力に対してより大きな期待が寄せらている。

○更なる防災機能の強化における検討材料を収集するため、「道の駅」利用者を対象とした対面アンケート調査を実施。

■調査概要

項目 内容

調査目的

○R6.7に「道の駅」第3ステージ推進委員会にて公表された
中間レビューと今後の方向性でも取り上げられている通り、
R6.1に発生した能登半島地震を契機に、道の駅における防
災力に対してより大きな期待が寄せられている。

○これまでの調査において取得できていない道の駅利用者を
対象とした、災害時の「道の駅」の利用意向や防災拠点と
してのニーズ・問題点を調査・把握することで、更なる防
災機能の強化における検討材料を収集することを目的に実
施するものである。

調査方法 ○対面アンケート調査

調査場所 ○道の駅「朝霧高原」

調査対象 ○道の駅「朝霧高原」来訪者

目標
サンプル

○平日・休日 各100サンプル以上
（各日、男性・女性それぞれ50サンプル以上）

調査日 ○11/10(日)、11(月) 10時～17時（2日間）

■調査項目

■調査実施イメージ
▶
調
査
票

▶
実
施
状
況

NO 調査項目 調査目的

１ ○回答者属性
・回答者の基礎情報（性別、年齢、職

業）を把握

２ ○道の駅を立ち寄った際のOD

・道の駅の使われ方（顕在的なニー

ズ）の把握
３

○道の駅を立ち寄った際の交
通手段

４ ○道の駅を訪れた目的

５ ○災害時の道の駅の利用意向

・災害時の道の駅の利用意向を把握

・道の駅に対する防災へのイメージを

把握

※利用したい具体的な理由も調査

６ ○防災道の駅としての認知度

・道の駅の防災拠点としての認知度を

把握

・道の駅の防災拠点としてのPR効果も

期待

７
◆道の駅の防災機能強化の必

要性

・一般的な道の駅に対する防災機能強

化に対するニーズを把握

※設問6で、道の駅における防災機能・

施設をある程度理解してもらったう

えで回答いただく

８
◆災害時に求める道の駅の防

災機能・施設

・道の駅における防災面での潜在的な

需要を把握

○：道の駅「朝霧高原」を対象とした調査項目
◆：道の駅全般を対象とした調査項目
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「道の駅」における防災・減災ニーズ 調査結果

○性別について、平日、休日ともに「男性」、「女性」ともに目標サンプル（50）以上を確保。

○年齢について、平日に比べ休日の方が若い世代の来訪者の割合が高い傾向。

○職業については、一般的にお休みであることが多い休日の方が、「会社員・公務員」の割合が高い傾向。

○出発地・目的地については、平日休日で大きな差はない。

■回答者属性 ■道の駅「朝霧高原」を立ち寄った際の出発地

○性別

○年齢
n=平日:109、休日:113

n=平日:109、休日:113

○職業

n=平日:109、休日:113

■道の駅「朝霧高原」を立ち寄った際の目的地

○平日 ○休日

○平日 ○休日

n=112 (有効回答) n=109 (有効回答)

n=110(有効回答) n=108 (有効回答)

男性・女性ともに目標サンプル（50）を取得

休日の方が若い世
代の割合が高い

休日の方が会社員・
公務員の割合が高い
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「道の駅」における防災・減災ニーズ 調査結果

■道の駅「朝霧高原」に立ち寄った際の主な交通手段 ■道の駅「朝霧高原」への来訪目的

○平日

n=109

○休日

n=113

○平日

n=109

○休日

n=113

自動車

（自分で運転）

51.3%

自動車

（他の人

の運転）

33.6%

観光バス

6.2%
バイク

8.8%

○平日では、9割以上が「自動車」による来訪を占めている一方、休日では8割程度にとどまり、「観光バス」や「バイク」での来訪割合が増
加。

○来訪目的については、平日、休日ともに同様の傾向であり、どちらも「休憩（トイレ等） 」の来訪割合が最も高く、次いで「買物」、「食事」
と続く。

自動車による
来訪割合が９割

自動車による
来訪割合が８割

観光バス、バイクによる来訪割合が増加
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「道の駅」における防災・減災ニーズ 調査結果

■災害時における道の駅「朝霧高原」の利用意向 ■道の駅「朝霧高原」の防災道の駅の指定に対する認知度

＜「利用したい」と回答した理由＞

○男性 ○女性

n=67（有効回答） n=51

＜利用意向＞

n=男性：111、女性：110 n=男性：111、女性：109（有効回答）

道の駅=避難施設としてのイメージがあるから

休憩場所が確保できそうだから

避難に必要な物資（水、食料、毛布など）が
確保できそうだから

災害時でも活用できる防災施設（トイレや通信
設備など）が整備されているイメージがあるから

災害情報や道路交通情報など、
役立つ情報が得られそうだから

防災に対する意識が高い職員・スタッフが
いると安心できるから

その他

○災害時における道の駅「朝霧高原」の利用意向について、男性の方が「利用したい」と回答した割合が高く、6割強。一方、女性は5割弱。

○「利用したい」と回答した理由について、男性では「休憩場所の確保」に係る理由の割合が高い一方、女性では「必要な物資の確保」や
「防災施設の整備・利用ニーズ」に係る理由の割合が最も高く、理由内容に若干の差異がある。

○防災道の駅の指定に対する認知度は、男性、女性ともに1割程度と、十分な周知には至っていない。

「防災道の駅」
としての認知は

不十分
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「道の駅」における防災・減災ニーズ 調査結果

■道の駅の防災機能強化はどの程度必要だと思うか

○男性 ○女性

■災害時に道の駅に求める支援や設備

n=男性：111、女性：110

防災機能を強化しても
防災拠点化までは必要ない

耐震化された施設

無停電設備（非常用発電機など）

通信設備（無料Wi-Fiなど）

貯水タンク

防災トイレ（組立式、マンホール式含）

防災倉庫（防災備蓄品の確保）

災害情報や道路交通情報の発信

食料・飲料水等の生活必需品の配布支援

災害支援活動拠点としての建物・駐車場等

避難場所としての建物・駐車場等

災害支援活動に活用可能なヘリポート

BCP（業務継続計画）
定期的な防災訓練の実施による

十分な災害対応力
その他

n=111 n=110

○「道の駅」に対する防災機能強化に対するニーズは、男性、女性いずれも9割弱を占めており、「道の駅」=「防災拠点」といったイメージ
が定着。

○災害時に道の駅に求める支援や設備について、男性、女性で傾向に大きな差はないが、男性は「情報提供」や「災害支援活動拠点ス
ペース」、「BCP計画」といった災害活動に係る支援や設備に対するニーズが高い一方で、女性は「防災トイレ」や「生活必需品の配布」、
「避難場所としての建物」といった、一時避難・滞在場所としてのニーズが高い傾向。

９割の方が防災機能の強化が必要と回答

「道の駅」=「防災拠点」といったイメージが定着

一時避難・滞在場所としての
ニーズが高い傾向

災害活動に係る支援・設備への
ニーズが高い傾向
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「道の駅」における防災・減災ニーズ 調査結果まとめ

NO 調査項目 調査結果

１ ○回答者属性

・平日に比べ休日の方が若い世代の来訪者の割合が高い傾向。

・一般的にお休みであることが多い休日の方が、「会社員・公務員」

の割合が高い傾向。

２ ○道の駅を立ち寄った際のOD ・平日休日で大きな差はない。

３
○道の駅を立ちよった際の交通手

段

・平日では、9割以上が「自動車」による来訪を占めている一方、休

日では8割程度にとどまり、「観光バス」や「バイク」での来訪割合

が増加。

４ ○道の駅を訪れた目的
・平日、休日ともに同様の傾向であり、どちらも「休憩（トイレ等） 」の来訪割

合が最も高く、次いで「買物」、「食事」と続く。

５ ○災害時の道の駅の利用意向

・男性の方が「利用したい」と回答した割合が高く、6割強。一方、女性は5

割弱。一定の利用意向を確認。

・「利用したい」と回答した理由について、男性では「休憩場所の確保」に係

る理由の割合が高い一方、女性では「必要な物資の確保」や「防災施設

の整備・利用」に係る理由の割合が最も高く、若干理由内容に差異があ

る。

６ ○防災道の駅としての認知度 ・男性、女性ともに1割程度と、十分な周知には至っていない。

７ ◆道の駅の防災機能強化の必要性
・男性、女性いずれも9割弱を占めており、「道の駅」=「防災拠点」

といったイメージが定着。

８
◆災害時に求める道の駅の防災機

能・施設

・男性、女性で傾向に大きな差はないが、男性は「情報提供」や「災

害支援活動拠点スペース」、「BCP計画」といった災害活動に係る支

援や設備に対するニーズが高い一方で、女性は「防災トイレ」や

「生活必需品の配布」、「避難場所としての建物」といった、一時

避難・滞在場所としてのニーズが高い傾向。

機能強化検討の方向性

＜道の駅「朝霧高原」＞

・「災害発生時に利用したい」という一定の

利用意向を確認。

・災害発生時の利用ニーズが高い「休憩場

所」「必要な物資」「防災施設（トイレ・

通信設備）」等を中心に、引き続き十分な

機能発現が可能な状況にあるか確認・点検

していくことが望ましい。

＜参考：道の駅全般＞

・ほとんどの利用者において「道の駅」=

「防災拠点」といったイメージが定着。

・男性のニーズが高い「情報提供」「災害支

援活動拠点スペース」「BCP計画」といっ

た災害活動に係る支援や設備や、女性の

ニーズが高い「防災トイレ」「生活必需品

の配布」「避難場所としての建物」といっ

た、一時避難・滞在場所に係る機能強化を

中心に進めていくことが望ましい。

・性別によっても必要とされる機能、サービ

スに差異が生じているため、利用者に応じ

た柔軟な対応を想定した計画や訓練を事前

に検討しておくことで、道の駅としてのさ

らなる魅力向上が期待。

○：道の駅「朝霧高原」を対象とした調査項目
◆：道の駅全般を対象とした調査項目


